
 

 

会議録 

会議の名称  令和２年度 第６回座間市地域包括ケア会議 

開 催 日 時  令和 ２年 ９月８日（火） 午前１０時００分～１２時００分 

開 催 場 所 座間市役所３階３－１会議室 

出 席 者 
 越山委員、落合委員、高間委員、川南委員、後藤委員、松永委員、

平原委員、金子委員、宮田委員 

事 務 局 
 健康部介護保険課 

 小林係長、植野主事補、宮下主事、千葉保健師、小林社会福祉士 

会議の公開可否 □公開 □一部公開 ■非公開 傍聴者数 ０人 

非公開又は一部 

公開とした理由 
 座間市地域包括ケア会議開催要綱第６条に該当するため 

議 題 

 １ 会議について リーダー、副リーダーの選出 

 ２ 新たな課題の抽出 

 ３ 通所型サービスCについての説明（事務局より） 

資料の名称 

 １ 令和元年度 地域課題まとめ一覧表（圏域順） 

 ２ 介護予防・日常生活支援総合事業の新事業の検討～座間市の高

齢者の現状から～ 

会議の結果 

議題１ 

議題２ 

議題３ 

リーダー：松永委員、副リーダー：高間委員に決定 

内容について協議した結果、今後は防災についてすすめていく 

通所型サービスCについての説明、質疑 

議事の概要 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

委員 

委員 

令和２年度 第６回座間市地域包括ケア会議を開催する。 

 

議題１について「会議の結果」の通り 

 

議題２について 

8050問題については、各包括でデータを集め他の関係機関との連携を

取れるようになったという所で一旦、ゴールとし新たな問題に着手し

ていくこととする。 

今後、防災についての関わりを持った方がいいのではないか。 

災害・防災については問題が多岐にわたるため手立てが難しい。 

避難先でコロナをどう防ぐかという問題がある。 
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事務局 
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避難所には介護者がいないという現状の中、高齢者、障がいのある方

の避難についてはどうするのか。 

避難所は食料問題や空調などの環境面も整っているところではないの

が実状。養護者リストにはCMや包括の担当が不明であり情報が少ない

ため対応が困難といった現状がある。CMとの連携、情報共有のための

対応ができないか。自治会、介護サービスがどうやって連携をとって

いくかが課題である。 

民生委員への情報提供には個人情報の問題があり弊害が起こる。民生

委員側からは、介護サービス対応後のフィードバックがないとクレー

ムになる。民間と専門機関との壁がある。住民意識の統一性が必要で

はないか。 

総合的に想定したプランニングが必要となる。 

危機管理課より情報提供をしてもらい、前もって準備していくことの

大切さを知り、インフォメーションしていくという会議の在り方でも

よいのではないか。 

各包括で質問をまとめて準備の上、話し合いの場を持ってもらうとい

うのはどうか。 

調整は可能。 

次回までに各包括ごとで質問をまとめていくこととする。 

 

議題３について 資料２より説明 

C型利用終了後の社会資源はどのようなものがあるのか。→ 事務局よ

り説明 

事業運営は？ 

委託事業を検討している。 

利用料についてはどうなっているか。 

利用者負担金の料金については検討中。 

介護保険サービスとの併用についてはどうなっているか。 

ヘルパーとの併用はOKだが、デイサービスとの併用は不可となる。 

包括の給付についてはサービスAと同様、給付管理票はないがケアプラ

ン代は発生する。 

通所Cを利用するためだけにチェックリストを付けて認定をするのは

ナンセンスではないか。 

送迎もない中でデイサービスに流れる可能性がある。 
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チェックリストを付ける段階で、聞き取り後、通所Cを利用できないと

分かったとたん本人が不服を訴えることが想定される。 

介護保険のサービスを利用している方が金額が安いといった理由で通

所Cを選択する「間違った使い方」になる可能性もあるのではないか。 

集める対象者が狭いのではないか。 

本人希望ではなく、あくまでケアプランに基づく判断を包括にお願い

したい。 

サービスAで利用者を増やすのに苦戦している現状がある。 

現段階では利用者が少なかったとしても、国は将来的に増えることが

予想される高齢者に対し、このままでは介護の担い手が追い付かない

ことを危惧している。身体の状態が悪くなる前の段階でサポートする

受け皿を整える必要があると考えている。 

通所Cがどういった事業であればよいか。 

以前、市が提案したパワーリハのような送迎付きで当時デイサービス

ではやっていないような画期的なものは良かった。 

男性が地域にデビューし活躍できるような運動系以外の場はどうか。 

運動機能だけではなく心の機能を向上させるといった視点での事業。 

来年度、高齢者実態調査票の結果発送時に通所Cの周知を予定してい

る。その他、ご意見についてはいつでもいただければと思っている。 

 

以上、議事は全て終了。 

 

【次回】日時：令和年１０月１３日（火）１０時００分～ 

    場所：市役所３階３－１会議室 

 

 

 


